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「 子 どもの力をうばわ削 －で！

－ わ か っ て ほ しい ！お とな と子 ど もの あ い だ で 、

なぜか ムカつ いているわた しなのです－ 」

2 0 0 6年 1 1 月

1 1 日（土）
受付1 2 ：0 0 13 ：0 0 ～ 1 7 ：0 0

1 2 日（日）

受付 9 ：3 0 10 ：0 0 ～ 1 6 ：0 0
（1 日だ けの 参加 もO K で す ）

子ど も ：無 料（18歳末捕 またほ再校3 年生 まで）

おと な ：1 ，0 0 0 円（当日受付 1，2 0 0 円）

＊ 2 日間 通 して の料 金 で す 。

（参加 申 し込 み方法 は裏 面を ご慶 ください。）

＊託 児 あ り。

申 し込み時 に子 ど もの名 前 と年齢 を明記 して くだ さい。

託 児料 3 0 0 円（予定）。要撃 前申 し込み 。
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亨ど もの 権 利 条 約 ネ ッ トワ ー ク、（

ーム 熊 本 、お お づ 子 ど もサ ボ ネ ッ ト

なの お う ち 、熊 本 県 教 職 員 組 合 、（N

県人権教育研究協議会、熊本県認可外保育園保護者連綿

－ブル 、（財 ）熊 本 Y M C A 、熊本 Y W C A 、国 際子 ども 権 利 七

一トセ ンタ 叫 ウ イズ 、くN ）子 育 て 支援 ワ ー カ ーズ 絵 本 と

もの人 権・安全 ステ ー シ ョ ン、コム ス ク カー 外 国 人 と 共 に

イメン ズ ーカ ウ ン セ リ ンプ ル

）N P O こ ども サ ポ ー ト み ん

本県子ども劇場連絡会、熊本

（N ）くま も 藍子 ど も の 人権 テ

一関 西 軍務新 、こ ころ のサ ボ

なしの 店 ベベ ベ ベ ら ん、子 ど

きる 会 、自席 観 察 指 導員 熊 本

県連絡会 、（N ）シ テ ィエ ン ジ ェル ス く まも と 、（N ）自立 生 酒セ ン ター ヒ

ーク熊 本 、人権 N P O 法 人ち な も い 、登 校 享巨菖・不 登 校 に 学 ぶ 汐 レ ンズ ネ

と、tt人 間 と性”教 育 研 究協 議 会 熊 本サ ー ク ル 、ふ る さ とつ くり 交涜 協

つぶ・す て つ ぶ・C A P くま も と 、（N ）水 と 掃 い き もの ネ ッ ト

ハ代女性市民の会、ハ代地区人権同和教育研究協議会、D C l

熊本学園大
〒862・8680 熊 本市

T EL（0 9 6）3 6
2

ーク く

セク シ

湿 ーマ ン ネ ッ トワ

トワ ′ ク く ま も

まおず き の会 、

と、み る くら ′
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5 1 6 1（代表）

「 子 どもの権利条 約フ ォー ラム 200 6 in く ま もと」チラシ・ポスターデザイ ン
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「子 どもの権利 条約フォーラム 2 0 0 6 in くまもと」が大成功 のうちに幕を閉じることができました。事務

局の砂川 真澄さん 、実行委 員会 の皆さん、熊本をは じめ全国か ら集 まって会を盛 りあげてくださった皆 さ

ん方の熱意に改めて厚くお礼 申し上げます。

子どもの権 利条約は何 よりも子ども達のものですか ら、会 の企画、運営に子 ども達の 自主的な参加が一

番大切です 。最 初の企画か ら参加 した子ども達を中心に子 ども委員会が 広がりをもち、くまもとでの子 ども

連の 大きなうね りをつ くりだす ことが できま した。

会場となった熊本学 園大学では、教 育指針の柱に「学生が主役」を掲 げています。学生ひとりひとりが 自

分が求めることに 自主 的に取 り組 める環境を用意することこそが大学の役割 だと考 えています。そして多

くの学 生が 自分 にはこんなことができるのだというサプライズを自信につなげ、可能性を大きく広 げる姿を

私は見てきました。

「子 どもの力をうばわ ないで ！」をサブタイトル にしています 。世界 中で多くの子ども達 の生活と権 利が

奪われ 、苦しんでいます。子どもの権利を保障していくことこそが、21 世紀を平和の世紀 にすることができ

ます。くまもとからもこの活動を更に広 げていきたいと強く願っています。

ち馳 2 0 0 7 年 3 月

「子どもの権 利条約フォーラム 2 0 0 6 in くまもと」実行委員会

代 表 坂 本 正

● ●

く＞ 焦；

亀

斗

○ごあいさつ ／ 1

0 報告の部

1 1 日全体会・セ ミナー報告 ／ 2

シンポジウム報告 ／ 4

1 2 日全体会報告・ コーナー報告 ／ 5

分科会報告 ／6

0 活 動経過とプレイベン ト ／ 1 4

日次串

1

0 子 ども体験 レポー ト

フ リー・ザ・ チル ドレン・ ジャパン熊本／ 1 6

全体会進行の舞台裏 ／ 1 7

ヒュー マ ン ライ ツ セ ミナ ー ／ 1 8

中学生以下の仲間たち ／ 1 9

0 新聞把手 ／2 0

0 支 えて くだ さった団体 ／ 2 4

0 籍集後妃 ／ 2 5

加 岬㌧



（ 1 2 日 1 3 ：0 0 ～ 1 5 ：0 0 ）

報告／生駒 研二

ら遊 び ましょう。

そう、ガキ大 将 になって大 暴れ 。ワクワク、ドキドキ。「ウヒヒ、楽 しい ね。わたしやヨモギを食 べ て、カキ泥 棒もや

って、人生の根を張ってるんだよ。子ども時代をゆたかに生きているんだよ」

「ほら、言わ ない ことじやない。子 どもに権 利 を与 えたら大 変だよ。子 どもに権利 や らいらん。今 でもこどもは辛

がつ けられないほど荒 れているのに、子 どもの権利 条 約 なんて子 どもが知 ったら、わがままになるばか りで、お と

なの言 うことなんて聞かなくなるぞ。今 のままでいい。本 当は『子 どもの管理 条約 』が ほしい くらいだよ」

「そうでしょうか ？子どもはおとなの犠牲者です。非行は子どものS O S なんです。学校ではいじめ。家庭では

虐待 。どこにも居 場所 がない子 が多くなっています。無気 力 な子。とじこもり。不 登校 。うつろな 目。冷 めたい 目。

親への不満やおとなが嫌いと敵視する子。このままでいいわけないじやないですか」

「じやあ、どうすれ ば いいっていうの ？私 たちの町でも『こどもにや さしいまちづくり』をしようと、こども参加 といっ

て、公 募 したり、アンケー トとったり、ヒヤリングしたりいろいろやった けど、こどもはほとんど反 応 しないじやない」

「役場 が 上からもの言 って、公 募 だ・アンケー トだ・ヒヤリングだで は、子 どもがくるわけないじやない。お となは

言うことは立 派でも実 行 しない と子 どもは思 っているのよ。子 どもとお となの信頼 関係 を作 ることから始 めなきや。

子どものいる場所 に行って聞けば、本音が聞けるんじやない」

「どうせ俺が行っても本音なんて聞けやしねえよ」

「そうね 、あなたはファシリテ一夕ーとは反 対 だものね。や はりファシリテ一 夕育成 が先 なのかな ？お となが変わ

んない とどうしようもな いもん ね 」

「なんだ いファシリテ一夕一 つて ？」

『子どもにやさしい町』って『子 どもの権利条約』の精神がみなぎっている町

なんだと誰 かが言 ってた。日本 の お となも子 どもも、「子 どもの権 利 条約 」を知

らない。その精神もね。でも、悲観することもないか。「子ども支援は施設型か

ら声をかけあう市民型へ。子育て支援から子ども支援へ。地域の子どもは地域

で育てる。私たちが生活する地域で、市民の力・親の力・子どもの力を取り戻

そう」と、声も出てきた。こうい うお となと子 どもとの連帯 は可能 だ。ネッ ！
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● ユ ニセ フが国 際展 関 しているプロジェクトでもある「こどもにや さしい まち づ

り」をテーマに、次世代 育成支援や子 どもの権利条例制定 に向けた取り組 みな

ど、子 ども施 策をめぐる多彩なアプローチについて意 見交換 を行いました。

コーデ ィネー ター ：荒牧重人さん（山梨 学院 大学教授）

シ ンポジス ト ：森 田明美さん（東洋 大学教授 ）、古江律代さん（山鹿 市子育

て支援専門員）、百田英子さん（志免町教育委員会教育相談員）、山並道枝さん

（ やまなみこども園園長）
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おなかがすいたら食 べましょう。ねむ たくなった ら眠 りましょう。す っきり目ざめ溌



旨● 欄親鳥 （ 1 2 日1 0 ：0 0 ～ 1 2 ：0 0 、13 ：0 0 ～ 1 5 ：0 0 ）

分科会① 子 どもの 身近 に 自然 を

企画 団体 名 ：自然観 察 指導 員熊本 県連絡 会 、（N ）水 と緑 い き もの ネ ッ トワー ク くま も と

参加者 ：子 ども 3 1 名 お とな 6 名 計 37 名

1 、 分科会の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

・ジオラマの 自然に生きものの模型を置 いていくゲーム。

・キャンパスでの 自然観察会（ドングリやマツボックリ、クスノキの菓やササなどを題材に子どもたちに楽

しく自然 に触 れ てもらう機 会 とな りました 。）

2 、 分 科会 を企画 して感 じたこ と、印象 に残 った ことを教 えて くだ さい。

・子どもたちには 自分たちで遊びを創 り出す素 晴らしい力があります 。

・好奇心や感性が豊かで自然か ら多くを吸収してくれました。

3 、 次回 フォー ラム開催 に向けて、改善点や ご提案 があ りま した らど うぞ。

・ 野外で楽 しめる企画をお願いしたいです 。

4 、 そ の他お気づ きの点 があ りま した らお書 き くだ さい。

・ 学校へ の呼 びか けがもっとあれ ばと思いました。

分科会② 盲学校ではな く、地域の中学校に入学 して

企画 団体 名 ：イ ンクル ー ジ ョン熊本 、（N ） 自立 生 活セ ンター ヒュー マ ンネ ッ トワー ク熊本

参加者 ：子ども 6 名 お とな 2 1 名 計 2 7 名

1 、 分科会 の内容 を簡 単に教 えて くだ さい。

・アイスブレーキングで、雰 囲気作りを行った。

・現在熊本市立の中学校に通っている全盲の大山桂司さんから楽しい学校生活の様子や高校進学の

希 望と課題を、そしてお母さんか らこれまでの子育てのことや将来への思 いなどの報告を受けた。

2 、 分科会 を企画 して感 じた こと、印象に残 った こ とを教 えて くだ さい。

・初参加でイメージがつかめず不安もあったが少 人数でなごやかな中に目標に沿って進めることはでき

たかなと思っている。

3 、 次 回フォーラム開催 に向けて、改善点や ご提案が あ りま した らどうぞ。

・他 の協賛 団体 行事 とのブッキングが あり、全 日程参 加できず残念だっ

た。ぜひ、調整をお願いしたい。

4 、 そ の他 お 気づきの点があ りま した らお書 き くだ さい。

・短期間 の取 り組みにもかかわ らず 、子 どもフォーラムなど組織運営され、

大変すばらしかったと思 います。本部の業務本 当に大変だったと思 います 。ご苦労様でした。

呈宵
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分科会③ イ ン ドの働 く子 どもたち と子 どもの権 利

企画団体名 ：国際子 ども権利セ ンター関西事務所

参加者 ：子 ども 5 名 お とな 6 名 計 11 名

1 、 分科会の内容 を簡 単に教えて くだ さい。

イ ンドの働 く子 どもの スライド

・子 どもの権利条約についての ワークショップ

2 、 分 科会を企画 して感 じた こと、印象に残 った ことを教 えて くだ さい。

・子どもの権利条約について学びましたが、小学 2 年生の女の子が「国

を平和にしたいというのは権利条約にありますか」といわれたこと。

3 、 次回 フォーラム開催に向 けて、改善点や ご提案があ りま した らどうぞ。

・「賛 同人願 い」が毎 年来てるのに今 年は来なかった。リストを引きついで、毎年案 内と賛同願いを今ま

での開催地も含めて全員出せば良いと思います。

4 、 そ の他お気づ きの点が あ りま した らお書 きくだ さい。

大変お世話になりました。展示も、すべて実行委員やボランティア、各担 当の方のお働きにより実行させ

ていただきました。ありがとうございました 。

分科会④ 熊本の子 ども達 の声 を国連 に届 けよ う ～子どもの権利条約が認める市民の報告～

企画 団体 名 ：D C I 熊本 セ ク シ ョン

参加 者 ：子 ども 6 名 お とな 8 名 計 14 名

1 、 分科会 の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

・資料紹介。

・自己紹介。

・代表からD C I、報告書をつくる会の紹介 。

2、 分科会 を企画 して感 じた こと、印象に残 った ことを教 えて ください。

・子どもたちの参加 がうれ しく、力強かった。

3、 次 回フォーラム開催 に向けて、改善点や ご提案が あ りま した らどうぞ。

（空 白）

4 、 そ の他 お 気づ きの点があ りま した らお書 きくだ さい。

お疲れ様でした。
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分科会⑤ “いのち’’の さかの ぼ り （自分の 「生」 をみ つめて）

企画団体名 ：“人間と性”教育研究協議会熊本サークル

参加者 ：子ども 6 名 おとな 11 名 計 17 名

1 、 分科会 の内容 を簡 単に教 えて くだ さい。

自分 のいのちのさかの ぼりを通 して自己肯定 感を持たせ るととも

に、「自分の居場所 」を確認 していきました。

自分 の「これまで」を見つめ 、「これか ら」に願 いを持 ってほしいと

考 え 、授 業 ごっことフリー トー クを行 いました 。

2 、 分科会 を企 画 して感 じた こと、印象 に残 った こ とを教 えて くだ さい。

・中学生 の子 どもの素直な受 け答え。

・お となの 方 も、フリー トークで 自分 の ことを話 してくれ ました 、笑 顔 で・・・。

3 、 次 回フォー ラム開催 に向 けて、改善点や ご提案 があ りま した らどうぞ。

「性 と生」の学習を長野でもぜひ行ってほしい。

（性教 協長野サークルのみなさんへ 平林先生 、よろしく！！入江 より）

4 、 そ の他 お 気 づ き の 点 が あ りま した らお 書 き くだ さ い。

会場もとっても使 いやすく、よかったです。

Q 乱 攻

屯

分科会⑥ モラルハ ラス メン ト ～よ り深刻な子 どもへの心理 的虐待～

企画 団体 名 ：こ ころのサ ポー トセ ンター・ ウ イズ

参加者 ：子ども 0 名 おとな 15 名 計 15 名

1 、 分科 会の内容を簡単に教 えて くだ さい。

モラルハラスメントという心理 的な暴力を知 り、子 どもへの影響を考え

た。また、．おとなとして今何ができるかをともに考えていった。

2 、 分科会を企画 して感 じた こ と、印象 に残 った こ とを教 えて くだ さい。

参 加 者 の 皆 さん に しっか り考 えてもらえてい たようだ 。より多くの 人 と

これ か らも、ともに考 えてい きた いと思 った。より多 くの 人 に知 らせ てい き

たい。

3 、 次回フォー ラム開催 に向 けて、改善点や ご提案 があ りま した らど うぞ。 （空 白 ）

4 、 その他 お気 づ きの点があ りま した らお書 き くだ さい。 （空 白）
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鰻
分科会⑦ 『親が変わる、教師が変わ る』 これが出発点 ！

企画団体名 ：ア ドラー心理学学習グルー プ

参加者 ：子ども 0 名 おとな （午前）18 名 （午後）2 9 名 計 47 名

1 、 分科会の内容 を簡単 に教え て くだ さい。

アドラー心理学の育 児プログラムについて、午前中は育児の 目標を確認し、午後は賞や罰を使わない

勇気づ けの 対応 につ いてディスカッションを中心 にワークをしました。

2 、 分科会 を企画 して感 じたこ と、印象 に残 ったこ とを教 えて くだ さい。

参加して下さったみなさんが、子 どもたちとのコミュニケーションを改善

したいと切実に思っておられて、少しでも役 に立てていただきたいと思 い

ま した 。

3 、 次回フォー ラム開催 に向けて、改善点や ご提案 があ りま した らどうぞ。

今回は、12 日午 後のシンポジウムにも参加 したかったのですが、我 々のワークは平 日では成立しづ

らいので残念なが らあきらめて、分 科会運営をしました。分科会の企 画をするときに、もう少し考 えてお

けばよかったと反 省しています。

4 、 そ の他 お気づ きの点 があ りま した らお書 き くだ さい。

（空 白）

分科会⑧ 問題解決カアップのための 8 ステ ップ（い じめ対応編）演習

企画団体名 ：子どもの人権・安全ステー ション

参加者 ：子 ども 1 名 お とな 16 名 計 17 名

1 、 分科会 の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

いじめ問題の解決 カアップを目標にしたワークショップ。

3 つのグループにわかれて「名前」をからかわれていじめ られた子 どもの事例をとりあげた。

む

2 、 分科 会を企画 して感 じた こと、印象に残 った ことを教 えて くだ さい。

和やかな雰囲気で実施できた。

参加予定者が、なかなか入室されず、開始が 15 分遅れた。

3 、 次回フォー ラム開催に向けて、改善点や ご提案が あ りま した らどうぞ。

会場を迷われた方がいらっしやつたので、目に付 くところに案内図や誘

導図などがあればよかった。

4 、 そ の他お気づ きの点があ りま した らお書き くだ さい。 （空 白 ）
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分科会⑨ 私 さえ我慢すれば解決できる？ D V 環境 では子 どもも被害者

企画 団体 名 ：（N ） ウ イメンズ・ カ ウンセ リングル ーム 熊本

参加者 ：子ども 0 名 おとな 10 名 計 10 名

1 、 分科会の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

1 ）夫 りく－トナー関係 の暴力と子 どもとの関係 について講義

2 ）寸劇 2 本（あなたがいるか ら離 婚できないと言う母 、経 済 力がないか ら離婚できないと言う母 ）

3 ）グ ルー プミー ティング

2 、 分科会 を企画 して感 じたこ と、印象 に残 った ことを教えて くだ さい。

・安 全と安心がなく緊張度の強い家族 関係 を寸劇 に組 み立ててすることは、新 しいパー トを開く事 になっ

た。

・これ までとは異なった関心分野 の人 々の参加を得ることができた。子

どもをテーマにしていたので参加しやすかったのかと思う。

3 、 次回 フォー ラム開催に向 けて、改善点や ご提案 があ りま した らど うぞ。

・日曜 日の相談コーナーは広報 不足だった。

4 、 そ の他 お気づ きの点があ りま した らお書 き くだ さい。

・会場は大変良かった。

分科会⑩ 子 ども時代 を取 り戻 そ う ！－ フィ リツ ピンと日本の子 ども問題 ワーク シ ョップー

企画 団体名 ：熊本 Y W C A

参加者 ：子 ども 9 名 お とな 6 名 計 15 名

1 、 分科会の内容 を簡単 に教 えてくだ さい。

・フィリピンの活動報告を通 して、日本の子 どもの問題について考える。

① フィリピンの子 どもの問題に取 り組んでいる団体 、「プレダ」についての発表 。

② 日本の子どもの問題は何なのか ？みんなで解決方法 、今の 自分にできるこ

とを考 えてもらう。

2 、 分科会 を企画 して感 じた こと、印象 に残 ったこ とを教 えて くだ さい。

「子どもの権利」が、まだ周知され ていない。自由に意見を出す場面でも意見が出せない。

子どもたちは実 は関心を持っているか ら、おとなを始め、子 どもと一緒に（教えてあげる、でなく）社 会

的国際的問題を考 えていく必要 がある。いつも受身の環境だからか。

3 、 次回フォー ラム開催 に向 けて、改善点や ご提案 があ りま した らどうぞ。

子 どもの権 利の問題 に取 り組 んでいる他 のグループが 、どのような活動をしているのか 。紹介も説明

もなかったので、初めて参加した人にとっては、よく分からないところがあった。

4 、 その他お気づ きの点が あ りま した らお書 き くだ さい。

・最 後のまとめとして、今 日の 自分 にできることを、より具体 的に「どうすれ ばいいかな」と、例 を挙 げて

伝 えるべきであった。「よかったね」という気持ちだけではなく、具体 的に行動 目標 を立 てられ るように、

そしてそれが どうして必要かをもっとアプローチする必要 があると思った。 ・もっと一般 の人たちの参

加が増 えるよう努力すべきであると思う。私たちは権利フォーラム に参加した安心感で終 わってはいけ

ないと思います。頑張っていきます ！！ ・素敵なフォーラム 、ありが とうございました。
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分科会 ⑪ チャイル ドラインを始 め てみ ませ ん か ～子どもたちの声を電話で受けとめる活動をあなたの地域で一

企画団体名 ：おおづ子 どもサボネッ ト

参加者 ：子 ど も 0 名 お とな 11 名 計 1 1 名

1 、 分科会 の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

「おおづ子どもサボネット」の活動について

電話相談上の悩み

兵庫 県川西市の人権推進課のとりくみ について

2 、 分科会 を企画 して感 じた こ と、印象 に残 った ことを教 えて くだ さい。

参加者をふやす呼びかけがたりなかった。

川西市の 人権堆進課か らの参加がありがたかった。

3 、 次 回フォー ラム開催 に向けて 、改善点や ご提案 があ りま した らどうぞ。

（空 白）

4 、 そ の他 お 気 づ きの 点 が あ りま した らお 書 き くだ さい。

5 階 7 階より、1 階 2 階がいい。

分科会⑫ 忍者・学園大キャンパスを走る ！

企画団体名 ：（N ）熊本県子ども劇場連絡会 子 ども遊便局

参加者 ：子 ど も 20 名 お とな 15 名 計 35 名

1 、 分科会の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

・忍者遊びを通 して仲 間と表現し合う楽 しさを体験する。

・忍者のイメージをかぶせることで、熊本学園大学キャンパスが修行場所に変わ る ！

・隠れ身修行、巻物お届け修行（影忍に見つからないように巻物を箱に入れる）

・折 り紙 宝探 し修行、ちゃんばら修行（おとな VS 子ども）

2 、 分科会 を企画 して感 じた こ と、印象 に残 ったこ とを教 えて くだ さい。

・子 どもたち一人一人のその気 になる瞬 間を大事 にしなが ら修行（あそぴ）

をすすめていった。

・目的達 成に向かってどうすれ ばいいか 、作戦を全員で共 有できた。自分

の意見を出すことか ら始まり、ネコになったり、木 や小川になったりするそ

れぞれ の表現をすることができた。

・高校生も楽 しんでくれたみたいだ。

・5 才から大学生までが、遊び合う空 間ができてよかった。

3 、 次回フォー ラム開催 に向 けて、改善点や ご提案が あ りま した らどうぞ。 （空 白 ）

4 、 そ の他 お気づきの点があ りま した らお書 きくだ さい。 （空 白）
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分科会⑬ ワー ク シ ョップ・ 子 どもの権 利条約 ってなに ？

企画団体名 ：子どもの権利条約ネッ トワー ク

参加者 ：子ども 4 名 おとな 5 名 計 9 名

1 、 分科会 の内容 を簡 単に教 えて くだ さい。

アイスブレイク：話さず に誕生 日順 や背 の順 に並び、緊張をほぐす。

この子 の願 い：「写真の子」を通 して子どもの願 い、そして権利条約の説明 。

子 どもの権利 ビンゴ ：日本 と世界の子どもにまつわる設 問（世界の子 どもの条約を日本が批准 した順番

など）を書いたビンゴを通 して現状について知 る。

2 、 分科会 を企画 して感 じた こと、印象 に残 った こ とを教 えて くだ さい。

（空 白）

3 、 次回 フォーラム開催に向 けて、改善点や ご提案が あ りま した らどうぞ。

午後の分科会はシンポと同時間帯だったので参加人数が少なかっ

た。組み合わせを考えて欲しい。

4 、 そ の他 お気 づきの点があ りま した らお書 き くだ さい。

条約に対する関心度が分か らなく、かつ事前に聞いていた参加人数よりも少なかった。

教 室や撃備（ホワイトボード、ありがとうございます）は、ちょうど良かった。

実行委の 人がもう少 し他の分 科会を見 回ってもいいと思 います。（内容 や参 加者 の様 子を把握する

ためにも）

分科会⑭ 多文化・ 国際家族の子どもの権利

企画 団体 名 ：コム ス タ カ、み る くらぷ

参加者 ：子ども 3 名 おとな 3 1 名 計 3 4 名

1 、 分科会 の内容 を簡単 に教 えて くだ さい。

多文化・国際 家族による現 状報告 。また現状について、感 じたことや

思うことを発 表 し、話 し合 う。

2 、 分科会 を企画 して感 じた こ と、印象 に残 ったこ とを教 えて くだ さい。

親 の視 点 、子 どもの視 点 から現状 を見ることが できたことが 良かっ

た。

3 、 次回 フォー ラム開催 に向けて、改善点や ご提案があ りま した らど うぞ。 （空 白 ）

4 、 その他お気 づきの点があ りま した らお書 きくだ さい。 （空 白 ）
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分科会⑯ 子 どものエ ンパワー メ ン トを奪 うのは誰か

企画団体 名 ：フ リー・ ザ・ チル ドレン・ ジ ャパ ン熊 本

参加者 ：子 ども 8 名 お とな 7 名 計 15 名

1 、 分科会の内容 を簡 単に教 えて くだ さい。

子どものもつ回復する力、エンパ ワーメントを奪うの は一体誰なのか。身近な人たちから学校での体験

などか ら奪 う存 在 を知 り、自 ら、どうこれ らの 現 状 に 向き合 い 、対 応 してい くか 。しやべ り場 として 中 身 の

濃 いディスカッションを行 いました 。

はじめにアイスブレーキングをして、子どものエンパワーメントを奪うのは誰かグループで話し合って、

その解決策、宣言を考える。

2 、 分科会 を企画 して感 じた こと、印象 に残 った ことを教 えて くだ さい。

伝えたいこと、語 りたいことをたくさんか かえている子 どもたちは 、や

はりたくさんいます 。そして、互 いに何 らかの解決策を模 索しているの

だと感 じま した。そ の 自発 性 の ように感 じる部 分 こそ、エンパ ワー メント

であると、改めて感 じました。

子 どもとおとな の 良 い 関係 をもち、そ して リー ド、引 き出 しを してい け

たらばと、思います。

子 どもの方の r親 の思うとおりにならないことはふつう」とか、こちらが元気付 けられる言葉 、そして感じ

てる不満など聞 けてとてもうれ しかったです 。

3 、 次回フォー ラム開催 に向けて、改善点や ご提案 があ りま した らど うぞ。

子ども主体 が基 本原則なので、本番 で子 どもたちを大切にするのではなく、実行委 員としての段階か ら

すでに子どもとおとなの 良い関係 は求 められるので、もっとその意識をしっか りともってもらえたら良いと

思います。

子 どもとお となが もっと心 ゆ くまでデ ィスカッションできるような 熱 い場 が あった らい いなと思 いました 。

4 、 その他お気づ きの点 があ りま した らお書 きくだ さい。

子 どもたちの進行がよかったです 、自分たちの言葉で。

緊急ワークショップ い じめ と子 ど もの 救 済

企画団体名 ：フォー ラム実行委員会

参加者 ：子ども 0 名 お とな 9 名 計 9 名

1 、 分科 会の内容を簡 単に教 えて くだ さい。

・川西市の子 どもオンブズパーソンの紹介

l弁護士の八尋八郎さんからいじめの事例、裁判についての紹介。

・参 加 者か らの 質問 、ディスカッション。

2 、 分科 会を企画 して感 じた こと、印象に残 った ことを教 えて くだ さい。

各地でいじめ問題に取 り組 みたいと考えているおとなはいますが、救済

手段へのアクセスが難しく、課題が 多いことが印象に残 りました。
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